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長岡小組織目標  児童が活躍する場を設定する 

 まもなく小学校を卒業し、「巣立ち」を迎える６年生が、お

家の方へ感謝の気持ちを伝える「巣立ちの会」を企画し実施し

ました。６年生の保護者のみなさまにはご多用の中ご参加いた

だき本当にありがとうございました。子ども達が、自分を育て

てくれた感謝を伝える場が設けられたことはすばらしいことで

す。今後も、感謝を伝えられる人に育っていってほしいと思っ

ています。 

 今回の感謝を伝える「巣立ちの会」には、「巣立ち」という

言葉が使われています。この「巣立ち」はひな鳥が親鳥から巣

立つ時の言葉です。野生の鳥の巣立ちは羽が生えそろうとすぐ

で、巣から飛び出す段階ではうまく飛べずに落ちてしまうもの

もいるそうです。しかし、親鳥が給餌や誘導をするうちに、少しずつ飛べるようになると考えられています。ま

た、ヒナ鳥は、巣立ち後に親鳥と過ごすわずかな期間（１週間から１ヶ月）に「何が食物で、何が危険か」などを

学習してひとり立ちします。４月からは中学生となる６年生も、うまく飛べないときや何が危険かを学習する場面

があるかと思います。そんな時は、子供たちに保護者のみなさまや学校が「何が大切で、何が危険か」を教える必

要があります。今後さらに飛躍する６年生を、残り少ない日々ですが見守り育てていきたいと思います。 

  

 ３月１８日（火）の卒業式について  

 今年の卒業式については、保護者会やメールでお

知らせさせていただいた通り、全校児童が参加する

形で実施いたします。  

  卒業生にとって、卒業式は学校生活の集大成で

す。この儀式を全校児童が共有することで、卒業生

への感謝の気持ちをもつと同時に、将来の自分を想

像し子ども達一人一人が憧れや目標をもつことがで

きると考えます。卒業式は、卒業生、在校生、学校

全体にとって、教育的にも大きな意味を持つ行事で

す。 

 保護者のみなさまに

おかれましては、この

趣旨をご理解いただ

き、ご協力賜りますよ

うお願い申し上げま

す。  


